
 

■ ワークショップ概要 

「 ラウンドテーブルミーティング(以下ラウンドテーブル)」という

手法を用いたワークショップを行い、地域や分野を越えて、活動

の実践を聴き合い・語り合いました。様々な人とつながり、今後

の活動における課題を解決したり、より充実させたりするヒント

が得られる機会としました。 

講  師 倉持「伸江先生「 (東京学芸大学総合教育科学系准教授) 

参加者数 46名「(主に区内で活動をしている方・杉並区の職員「等） 
 

■ ラウンドテーブルについて 

はじめに倉持先生よりラウンドテーブルについてのレクチャーがあり、

その後グループ毎に２名の語り手から事例報告をしていただきました。

最後は全体でふりかえりを行い、今日の感想を共有しました。 

 

グループの構成 
 

 

 

 

 

 

 

事例報告のテーマ「  

‣ ナナメ」の関係として地域の子どもたちに関わる ‣ 性教育を届けたい！ 

‣ ネイチャーゲームに携わって ‣ 杉並にラジオを作るということ 

‣ てらこや四宮」に参加して ‣ 世代を越えて平和な未来を！ 

‣「 フラット「～障害者の地域参加について考える～ ‣ 知的障害者とのかかわりの中で 

‣ 済美教室の活動を通じて学んだこと、身についたこと ‣ トロールの森」に参加してみました！ 

‣ ノンケミカルLifeをもっと身近に もっと健康に♪ ‣ 事業は人なり、人は財なり 

‣ 楽しむ時間「～ボランティア、趣味、そして…～ ‣ 私と杉並区との関わり 

‣ 子どもと私と地域の関わり合い「－児童館での活動を通して－ 

‣ ジョブ活」で地域の人と人をつなごう～チャレンジド杉並の活動～ 

‣ 少年野球コーチ歴いつの間にか18年 ～振り返って思うこと、そして悩むこと～ 

学び合いの 
ワーク 
ショップ 

【報告書】 

地域活動のリアル「 Vol.2 
～みんなの実践「聴き合おう「語り合おう～ 

令和6(2024)年12月13日(金)「午後6時30分～8時30分「 「 ＠セシオン杉並 

主催・お問い合わせ「 ‣杉並区立社会教育センター「 03-3317-6621 

語り手「２人 

‣自らの活動の経験について語る（事例報告） 

聴き手「４人 

‣語り手の実践にじっくりと耳を傾ける 

“共同学習者”・“共同探究者” 

‣内１人は、ファシリテーターとして進行役に 

共同で 

ふりかえり(省察)、 

探究し、つながり合い 

学び合う場 

聴き手 

ファシリ
テーター 

語り手 

ラウンドテーブルのポイントは 
こちらから！ 

https://www.city.s
uginami.tokyo.jp/d
ocuments/7884/m
anabiai0110_1.pdf 

https://www.city.suginami.tokyo.jp/documents/7884/manabiai0110_1.pdf
https://www.city.suginami.tokyo.jp/documents/7884/manabiai0110_1.pdf
https://www.city.suginami.tokyo.jp/documents/7884/manabiai0110_1.pdf
https://www.city.suginami.tokyo.jp/documents/7884/manabiai0110_1.pdf


■ ワークショップ内での取り組み 

ファシリテーターレクチャー会 みんなの掲示板・交流タイム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 参加者の感想（一部抜粋） 
 

 

 

 

・今までは個別相談をやってきたけれど、ラウンドテーブルを体験し、勉強会を始めてみた！ 

・聴き方を学びに参加したが、自分の所属団体でもラウンドテーブルを取り入れてみようと提案中！ 

・チラシの改訂について内輪では気付かない視点をたくさんいただいたので、活用します！ 

 

今日の繋がりを今後も続けていき

たい。また、今後、他団体との繋

がりを広げていきたい。 

私は地域活動も特にしておらず完全なる聞き

手側としての参加で少し気後れする部分が 

あったのですが、参加してみたら同じような

境遇の方がいらっしゃったり、皆さんとても

気さくで色々お話しできたりもして、純粋に

 楽しかった！」という気持ちで帰ることが

できました。 

 

語り手 

聴き手 

聴き手 

学びが多い時間でした。 

自分の職場でも活かしていきたい

なと思います。 

自分の活動とは全く違う活動をされているよ

うに見えて、理念など内面的な共通点がある

と知れたり、対象者に重なる部分があったり

と、多くの共通点が発見できて、自分の活動

に広がりを感じられました。 

今回語り手を担当するにあたり、自分がなぜ

このフィールドに入ったのか、どんなことを

意識しているか、これからどんなことを学び

たいかなど、自分の活動を振り返って考える

ことが出来た。またそれを言語化し、共有し

たことで、そこから生まれる新しい疑問や意

見に目を向ける機会になった。 

 新たなことを知ること」がとにか

く楽しかったです！ 

普段自分が漠然と考えていること

が、語り手の話を聞く中でスッと

腑に落ちる瞬間があり、聞いてい

てとても楽しかったです。 

語り手 

聴き手 

聴き手 

はじめてのファシリ

テーターでも安心し

て参加できるよう、 

ワークショップ開始

前に倉持先生より 

ファシリテーション

のポイントを教えて

いただきました。 

様々な立場、年齢、経験の方々に

お会いできる意義深い場であると

思いました。 

語り手 

参加者の皆さんはそれぞれ異なる活動をされていても、同じく杉並を
フィールドにされている方々であるからか、共通のお知り合いがい 
らっしゃったり、お互い顔見知りだったり、この場を機に各々の活動
が繋がったりと、人や活動のネットワークが形作られていることが感
じられて、感動を覚えました。   「＜ワークショップ「初参加者＞ 

 語り手」資料の掲示と、参加者持参の

パンフレットなどが置けるコーナー 

として掲示板を設置。また、ワーク 

ショップ終了後、会場を開放し、交流の

時間としました(参加自由)。異なるグ

ループの事例を掲示板で見たり直接声

をかけたり、参加者同士が交流し、つな

がりをつくる時間となりました。 


